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平成26年 11月 12日

大仙市議会議長 橋村 誠 様

林業 本材産業の成長産業lLに向けた施策の充実

強化を求める意見書採lPに関する陳情について

本県の林業 ・木材産業は、山村地域を支える基幹産業として発展し、雇用の
確保や地域経済の活性イヒなどに大きく寄与してきた.し かし、高齢イヒに伴うll
業労働力の減少などにより 森林の維持管理が十分こ●われないため、森林の
持つ公益的機能の低下が懸念されている.
一方、地球温媛イしが深刻な環境問題となつている中で 二酸化炭素を吸収
固定する森林や木材が果たす役割は、これまで以上に重要となっている.
こうした状況を踏まえ、国では、「森林 林業基本計画Jを 見直嗽 平成32
年の本IJ自給率を50%以 上にヨき上げる日標を掲げ、効率的かつ安定的な林
業経営の基盤づくりを進めるとともに、木材の安定供給と利用に必要な体制を
構築していくこととしている.
本県ては、平成21年 度以降、国の補助金により造成した 「森林整備加速化
林業再生基金Jを 洒月し 間伐や林内路網の整備、高性能林業機械の導入、本
材加工流通施設の整備、公共施設等への本材利用の促進など、ll業経営の高度
イヒや森林資源の利活用に向け、地域の様々な取組を支援してきたところである.
また、将来の本県林業をlBう技術者を震成するため、平成27年 4月 からは、
I・日県林業トップランナー責成研修 (秋日ll業大学校)を 開講することとして
いる.

今後、人工林資源が本格的な利用期を迎えることから、こうした取組をさら
に加速させ、地i或の特性に応した森林の整備 ・保全を着実に進めるとともに、
森l蔭 源の利活用を促進し、ll業・木14‐産業の成長産業化を図ることが重要で
ある.

よつて国において、次の事項を実現し 林業 本材産業の成長産業化に向け
た施策の充実 強化が図られるよう 国会及び関係大臣に意見書を提出してい
ただきたく陳情いたします

1 森林の整備から木材の利用促進に至る地域の多様な取組を支援するため、
喩 淋整備加速

`し

 ll業 再生基金Jを 継続、またはこれに代わるlB久的な支
援制度を創設すること.
2 軸 零温暖

`ヒ

対策のためのrllJの使途に森ll吸収源対策を追加するなど、
森林整備を推進するための安定lbな財源を確保すること。


